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追 加 提 案 い た し ま し た 議 案 第 5 1号 か ら 議 案 第 5 3号 ま で

に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

ま ず 、 議 案 第 5 1号 「 令 和 ６ 年 度 伊 佐 市 一 般 会 計 補 正 予

算 （ 第 1 3号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、 民 生 費 、 衛 生 費 、 農 林 水 産 業 費 及 び 教

育 費 に つ き ま し て 、 国 の 施 策 で あ る 「 物 価 高 騰 対 応 重 点

支 援 地 方 創 生 臨 時 交 付 金 」 の う ち 、 地 方 公 共 団 体 が 地 域

の 実 情 に 応 じ て 実 施 す る 推 奨 事 業 に 要 す る 経 費 に つ い て

新 た に 措 置 し て お り ま す 。  

 

こ れ ら の 財 源 に つ き ま し て は 、 国 庫 支 出 金 及 び 繰 入 金

を も っ て 充 当 し て お り ま す 。  

 

こ の 結 果 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 に 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

5 , 1 0 1万 円 を 追 加 し 、 歳 入 歳 出 予 算 の 総 額 を 歳 入 歳 出 そ れ

ぞ れ 1 9 7億 4 , 0 6 2万 ５ 千 円 と す る も の で あ り ま す 。  

 

こ の ほ か 、 年 度 内 に 事 業 が 完 了 す る 見 込 が な い た め 、

物 価 高 騰 対 応 重 点 支 援 事 業 の う ち 障 が い 者 施 設 等 支 援 ほ

か ４ 件 の 事 業 に 、 明 許 繰 越 に よ る 繰 越 し の 措 置 を 講 じ て

お り ま す 。  

 

次 に 、 議 案 第 5 2号 「 令 和 ６ 年 度 伊 佐 市 水 道 事 業 会 計 補

正 予 算 （ 第 ５ 号 ） 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

 

今 回 の 補 正 は 、 物 価 高 騰 対 応 重 点 支 援 事 業 の う ち 公 営

企 業 会 計 の 支 援 に 要 す る 経 費 に 係 る 一 般 会 計 か ら の 繰 入

れ に つ い て 新 た に 措 置 す る も の で 、 「 収 益 的 収 入 及 び 支

出 」 の 収 入 に お い て 、 水 道 事 業 収 益 を 6 50万 円 追 加 し 、 収

益 的 収 入 の 総 額 を ３ 億 6 , 5 9 6万 円 と す る も の で あ り ま す 。  
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次 に 、 議 案 第 5 3号 「 伊 佐 市 消 防 団 員 等 公 務 災 害 補 償 条

例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 」 に つ い て 説 明 申 し 上 げ

ま す 。  

 

本 件 に つ き ま し て は 、 非 常 勤 消 防 団 員 等 に 係 る 損 害 補

償 の 基 準 を 定 め る 政 令 の 一 部 改 正 に 伴 い 、 消 防 団 員 の 損

害 補 償 基 礎 額 等 を 変 更 す る た め 、 所 要 の 改 正 を 行 う も の

で あ り ま す 。  

 

以 上 、 議 案 ３ 件 に つ い て の 説 明 を 終 わ り ま す 。 よ ろ し

く 御 審 議 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

―――  降  壇  ―――  


